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星野 勝利

Never,beforemakingthiStrip,haveIfound

myselfembosomedinscenerysohopelesslybeyond

description.

J olm Muir,"Alaska''

Wh efethecowis,thereisArcadia;so血raS

herinfluenceprevails,thereiscontentment,l

hud ty,andsweet,honelylife.

J olm BurTOughS,̀ThaSeSOfFaLm Life"

はじめに

二十世紀に入って間もないアメリカで 『自然の歌』(sowsof伯tLLZTe､1901)

と題された詩のアンソロジーが出版される｡花∴島､風､雲､四季の変化など､

この撰集は､200編を超える英米の自然の詩を収める｡作者は100名を超える｡

イギリスからは､シェイクスピア､ミルトン､ポープ､ベン･ジョンソン､ワ

-ズワース､キーツ､シェリー､等々｡アメリカからは､エマソン､ソーロー､

ホイッ下マン､ブライアント､ロングフェロー､ローウェル､等々.数の上で

はアメリカがイギリスを凌駕する｡出版元であるアメリカに比重のかかったア

ンソロジーである｡

編者ジョン･バロウズ (JohnBurroughS,1837-1919)は19世紀後半から20

世紀初頭にかけて活躍した作家である｡自然をテーマとする数多くのエッセイ

を著したバロウズは､自ら編集したこの撰集に､自作の詩を2編加えている｡

そのうちの一編 ("GoldenCrownSparrowofAlaska") は､アラスカの小

鳥(goldencrownsparrow)についての韓である｡この詩は､下記の通り､全8

連で構成される｡この中で ｢わたし｣は､｢ホワイト･パス｣ ｢ミュア氷河｣(第

3連)｢緑のコディアック島｣ (第5連)など､固有の地名をいくつかあげて､ア

ラスカの自然を歌うDしかし､このアラスカに､｢わたし｣は､最終的に､ ｢別

れ｣を告げる｡
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Oh,血hstreloftheSeboreanhinS,

Wh eretwiLghthotlrSarelong,

Iwouldmyboyhood'Sfr,agrantdays

Hadknownthyplaindvesong;

Hadknom thyvestOfashengray,
Thycoatofdrabandbrown,
Thebands0fjetuponthyhead

Thatdaspthygoldencrown .

Weheardthee血thecoldⅥ取ite触 ,

Wもere血oudandmo血 meeも

AgainwhereMuiT･'S如 ieT･8hone

F肝SPreadbeneaLthotはfeet.

IbaskmenowOnemeraldheights

Tocatchthy血hte8tStrain,

Butcannotte皿ifin也ylay

Bemoreofjoyorpain.

FaroffbeholdthesnowIWhitepeaks

Athwartthesea'Sbhe-Shade;

AnearthererisegeenKdiakhills,

Wh ereinthynestismade.

IhearthewildbeQ'8mellowchord,

hairsthatswimabove,･

Thelesserhemi ttuneshisnute

Toso血 deandlove.

Butthou,SWeetSingerofthedd,

Igivemoreheedtothee;

ThywiBぱ山noteoffondregret
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Strikesdeeperchordsinme.

Farewell,dearbird!Itummy払ce

Tootherskiesthan thine-

Athousandlee堺LeSOFlandandsea

jおtweenthD/hoTneandlniTW. (SN79-8,italicsadded)
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エメラルド色の高台に立つ ｢わたし｣､眼の前のアラスカの自然､青い海と

緑の島､はるか遠方の純白の山々､そこを住み処とする小鳥たち､哀調を帯び

たその鳴き声､強く魅せられる ｢わたし｣｡しかし､ ｢わたし｣は､この小鳥

たちとともにこの地で生きることはできない｡最終連にあるように､ ｢お前の

家 (thyhome)｣と ｢わたしの家 (mine)｣という二つの ｢家 (home)｣の間に

は､ ｢千里の径庭 (athousandleagues)｣があるからであるo

自然に関わるエッセイを数多く･書いたバロウズは､ ｢自然｣の果たす役割が

文学の世界でも変化しつつあることを十分に意識していた｡『自然の歌』の｢前

書き｣で､ ｢過去50年の間にいわゆる自然詩 (so-calledNaturepoetry)が英

文学の世界に加わってきたその量の大きさ｣ (vi)に､驚きの青葉を記してい

る｡

社会の風潮の変化をこのように眺めるバロウズにとって､ ｢自然 (Nature)｣

とは､どのようなものであったのか｡またそれは､ ｢場所 (place)｣･や ｢領域

(region)｣についての感覚と､どのように関わるものであっためか｡

1..氷河の誘い

『自然の歌』が刊行される2年前の1899年5月､鉄道王ハリマン (E.H.

Harriman)が企画したアラスカ遠征隊 (theHarrimanExpeditiontoAlaska)

が､西海岸の港町シアトルから船出する｡遠征の目的はアラスカの地理や動植

物の生態､あるいは原住民の風俗等を､約2ケ月をかけて探査し､それを社会に

報告することであった｡総勢126名の遠征隊員の一人として､-リマンの誘いを

受けたバロウズも参加する｡豪華仕立ての汽車で東海岸のニューヨークからシ

アトルに向かったバロウズは､そこでカリフォルニアから北上したジョン･ミ

ュア (JohnMhir,1839-1914)と合流するOミュアもまた隊員の一人として招か

れていた｡

ヨセミテを始めとする未知の山々の探索で知られる山男ミュアは､アラスカ

にも関心を示していた｡シエラネバダの山々を駿渉し､その独特め地形が､学
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会の定説とは異なり､氷河によるものであることを突き止めていたミュアは､

アラスカに実在する氷河にも強い関心を示し､この遠征に参加す_る前に､すで

に何度かこの地を訪れていたDバロウズの詩で言及される｢ミュア氷河｣とは､

ミュアによって発見されたものである｡ミュアにとってアラスカは､さしずめ

｢家｣のような場所であった｡

著名な科学者､画家､写真家など､隊を構成する多彩な人物の一人として参

加したミュアは､この船旅が､学術的関心を満たす ｢海上大学 (floating

University)｣であるだけでなく､滑らかに移動する氷河のような快適な旅を提

供してくれる ｢ホーム ｣であり､ ｢花束 (bou叫et)｣であることも感じてい

た｡ハリマンの家族に宛ててミュアは､次のように書き送っている｡

OntheElder,Ⅰfoundnotonlythefieldslnedbesttostlldy,butahotel,

aclub,andahome,togetherwith aBoatingUniversめ,inwhi血Ienjoyed

theinstrudonandcompanionshipofalotofthebestfenowsimaginable,
cdledandaⅣanged地eawell-balancedbozLquet,Orlikeabandofglaciers

flowingSmoothlytogether,ea血inits0Wn血annel,orperhapsattheS地e

alotofroundbouldersmemilyswir血gandchahgagainsteachotherina

glacierpothole. (Warren118,ita五csadded)

アラスカ-の旅に ｢ホーム｣や ｢花束｣を見るミュアにとって､旅は､基本

的に宗教性を帯びたものである｡中西部インディアナからカリブ海方面に向け

て旅立った青年ミュアは､バーンズの詩集とミルトンの 『失楽園』と聖書を携

行し､メモ用ノートの表紙には､｢ジョン･ミュア､地球一惑星､宇宙 (JohMuir,

Earth-planet,Universe)｣ (Tumer131)と記した｡このことばは､ミュアの

その後の歩みを象徴する｡パナマ経由でカリフォルニアに向かったミュアは､

セントラル･バレーの彼方の地平線上に ｢光の山脈 (RangeofLight)｣(M2)

を望見し､神々しいこの領域にさながら巡礼者のように歩み入る｡歩み入った

ミュアは､そこに｢喜びと光 ｣の世界､｢岩がいのちを帯びる(tinglewithlife)｣

世界､ ｢神が大小すべてのものを抱きしめる｣ (同 131)世界を発見し､以後

そこを住み処とする｡さながら隠者と化したミュアにとって､この世界は神聖

不可侵の聖なる場所であった｡

人間の姿を自然や物体に垣間見る視点として､擬人法 (anthropomorphism)

がある｡山中の隠者ミュアには､この視点が強く働く｡無機物としての ｢岩石

(rocks)｣に､有機物としての ｢いのち (life)｣が宿り､親鳥が卵 (千)を抱
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えるかのように､神が大小の岩石を ｢抱きしめる (brood)｣｡シエラネバダの

岩石の世界が､いのちを育み､生きものの風貌を帯び､人間的な姿で現前する｡

岩石の擬人化､場所の擬人化､自然の擬人化である｡

山中での体験は､この感覚を更に研ぎすますム嵐の中で強風に揺れる樹木に

登り､その樹の揺れに身を預けたミュアは､樹木と人間の等質性に目覚める｡

ホモサピェンスとしての人間の営為は､大地に根を張る一本の樹木の幹や枝葉

の揺れ (派)と変わるものではない｡ ｢銀河｣の視点から眺めれば､両者の間

の差異は溶解し､私たちはすべて ｢銀河の旅人｣となる｡

Weantravelthemilkywaytogether,treesandmen:butitnever

occuzTedtomeundlthiBStormy-day,whileSWayingin thewind,thattrees

虻etravelers,intheordinauSense....OurOwn littlejoumey8...areonlylitde
morethan tree･wavingSl.一一-1nanyOfthennotsomuch (m ss186)

擬人法は､人間が主体となる点で､人間中心主義 (antkopocentrism)を包摂

する｡擬人化された視点で眺められた岩や樹木は､人間の側に引き寄せられる

ことにより､融通無碍な存在として､人間と同化する｡ミュアの場合､この同

化の過程で､宇宙的な存在としての人間観が作動する｡ ｢ジョン ･ミュア､地

球一惑星､宇宙｣の視点である｡地球の歴史､惑星の動き､宇宙の生成-この

ような視点で眺めれば､カリフォルニアの山中の人間を含めた大小すべての存

在は､まとめて一個の人間的な生命体でしかないO山岳隠者ミュアの基本的感

覚である｡

この感覚には､かつてバイブルを携行して旅に出たミュアに相応しく､宗教

性が抜きがたく付着する｡ ｢神｣によって抱かれたカリフォルニアの ｢光の山

脈｣に生きることは､ ｢栄光 (glory)｣に満ちた ｢神々しい荒野 (Godful

wilderness)｣に生きることに他ならない｡

BathedinSu血beallty,Watchingtheexpressionsevervaryingonthe

血eesofthemountains,watchingthestars,whichherehaveaGloTythatthe

lowlanderneverdreamsOfwatdhingthecirchg白easons,listeningtothe
songs0fthe-watersandwindsandbirds,wouldbeendlesspleasure....No
otherplacehaseversooverwhelminglyattractedneasthishospitable,

GodhlwilderTWSS. (nmSS295,itahcsadded)
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エマソンは､ 『自然』(伯tLLre,1836)の中で､汎神論的な神々しい感覚に

身を浸した｡この感覚をエマソンは ｢宇宙的なものが体内を流れ､わたしは神

の一部 となる(partorparcelofGod)｣ (NatLLre10)と表現したOシエラ

ネバダの ｢荒野 (Wilderness)｣について記すミュアの言葉は､エマソンのこの

感覚を紡殊とさせや｡

この感覚は､氷河の地アラスカにおいても揺らがない｡アラスカの地をすで

に何度か訪れていたミュアは､アラスカ南部アレクサンダー諸島のフィヨルド

や氷河､インディアンの生活や文化､動植物の生態等について､ 『ピクチャレ

スク･カリフォルニア』 (PIctLLTeSqueCah'fon21la,1888)で詳細に報告して

いる (Warren121)｡これによると､アメリカの領土として新たに編入された新

世界アラスカは√氷河やフィヨルド､森や島､美しい花や常緑樹に恵まれた未

知と未開の地として､新しい旅を提供してくれる ｢大いなる荒野 (great

wilderness)｣. (̀ Àlaska'' 649)であったo

｢大いなる荒野｣としてのアラスカ｡場所についてのこの種の感覚を､ミュ

アは､遠征隊員としても確認する｡グレイシヤー･ベイの氷河の頂で望んだ白

い山巌は､次のように､ ｢冷たい荒れ地 (icywil血ess)｣として､ ｢筆舌に

尽くしがたいほどの崇高さと清らかさ(皿Speakablypureandsublime)｣の感

覚を喚起する｡さながら､氷河の中のエマソン､である｡

TheSeWerethehighestandwhitestOfallthewhite甲OuntainS,andthe･

greatestOfantheglaciersIhadyetseen.C1j皿bi皿ghigherforaS七山higher

outbok,ImadenotesandSketched,improvingtheprecioustinewhile

sunshinestreamedthroughtheluh ous血ngesofthedouds,an dfenon

thegreenwaters,theintenselywhite,血r･spreadingfieldsofice,andthe

ine飽blychaSteandspiritualheightsoftheFaimeatherRange,Whichwere

nowhidden,nowpardyrevealed,thewholemakingapictweofiqywildTWSS
zLTWPeakablypLLT,eandsublime.(Warren125,italicsadded)

｢荒野｣に向かう旅は､植民地時代以来のアメリカの伝統である｡ペリー ･

ミラー (PerryMiller)等により繰り返し指摘されてきたように､新世界に移

住したピューリタンたちを精神的に支えたのは､ ｢明白な神意 (Manifest

Destiny)｣に依拠した ｢荒野-の使命(ErrandintotheWildemess)｣ の感

覚であった｡この感覚は､未開の ｢荒野｣を目指す西漸運動の支えともなる｡
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｢荒野｣-の志向が顕著に見て取れるミュアの旅は､この意味で､伝碇の上に

位置づく旅である｡

アラスカ遠征隊の旅も､この延長線上に位置づく｡遠征の第一の目的は､学

術探求であった｡しかし探求の対象は､1867年にロシアから編入された新領土

である｡未知の領域としての新世界である｡従って､文明の利器としての鉄道

や汽船を活用した遠征の旅は､開拓者たちがかつて目指した大陸の酉の ｢荒野｣

-の旅と重なる｡未開の地の文明化の一環としての旅である｡.この途上で旅人

ミ,ユアは､ ｢冷たい荒野｣の宗教的崇高さを指摘し､エマソン的没入の感覚を

垣間見せる｡

しかし､同行者バロウズの感覚は､これとはまた異なる｡崇高な純白の風景

よりも､むしろ小鳥の存在に関心を向け､その世界と自分の世界との間の落差

を意識し､その世界への別れのことばを記す｡これは､なぜなのか｡

2.カエデの木陰

ジョン･バロウズとジョン･ミュテは､しばしば ｢二人のジョン(thetwo

Johns)｣と呼ばれる｡ ｢鳥のジョン(Jolm0'Birds)｣ (バロウズ)､ r山のジ

ョン(Jolm0'Mountains)｣ (ミュア)とも呼ばれる (Walker80)oともに r自

然｣と深く関わり､生涯に何度かの出会いを持ち (アラスカ遠征隊での出会い

は三度目)､東部キヤツキル山の麓のハドソン河畔の農園 (ファーム)で生涯

を送ったバロウズは､小鳥の観察に強い関心を示し､西部カリフォルニアで生

涯を送ったミュアは､ヨセミテやシエラネバダの山々に強い関心を抱き続けた

からである｡しかし､ ｢鳥｣や ｢山 との関わり方､あるいは ｢自然｣との関

わり方において､二人の間には顔著な差が認められる｡

ポストベラム期アメリカ文化の特徴として雑誌の隆盛がある｡この隆盛は､

自然についてのエッセイの需要の増大と連動したものであり､社会の近代化に

歩調を合わせるかのように､この時期､自然関連のエッセイが､一つのジャン

ルとして確立する｡1878年11月刊行の月刊誌 『スクリブナ-ズ』 (scrl'bmer's

Mt2DthlJbには､このエッセイが2編､同時に掲載されるOバロウズの ｢ニュ

ーヨークのピクチャレスクなファームライフ ("picturesqueAspectsofFaユⅦ

LifeinNewYork")｣と､ミュアの ｢ユバの森の暴風 ("AWindStormin

theForestsoftheTuba")｣である (Warren81-90)｡

ミュアのエッセイは､樹木と人間が ー｢銀河の旅人｣である感覚を覚えた上記

カリフォルニアの山中での体験を記したものである｡一方､バロウズのエッセ

イは､アメリカ東部の ｢ファームライフ (農園生活)｣のピクチャレスクな側
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面､すなわち ｢バターづくり｣ ｢イチゴ摘み｣ ｢畑のたそがれ｣などについて

記したものである｡これをファーマ一･バロウズが､イラスト付きで紹介する｡

これによると､時代が求める ｢生 (life)｣の形態は､ノスタルジックな ｢ファ

ームライフ｣であり､そのためには､下記のように､定住の ｢家 (home)｣を持

ち､｢土地 (land)｣に根ざすことが､日常的に生きる上での必須の条件である｡

Itisacommoncomplaintthat血e血rnand血rnlifearenot
appreciatedbyourpeople.Welongforthemoreelegantpwsuits,Orthe

waysan d血shionsofthetown.Butthe血m erhasthemostSaneand

naturaloccupation,andoughtto丘ndlifesweeter,iflesShighlySea80ned,

than叩yOther.Healone,IstricdySPeaking,hasahome.Howcanaman

t埴erootandthrivewithouthnd? (SS260,itahcSadded)

バロウズの｢家｣と｢土地｣は､ハドソン河畔のファーム｢リバビイ(Riverby)｣

である｡キヤツキル山の麓で育ったバロウズは､近隣の学校での拳師体験､ワ

シントンでの財務省関連事務職体験の後､1873年､ハドソン川西岸に9エーカー

の農場･を取得し､妻とともに移住し､定住する｡以後､このファームが､エッ

セイスト･バロウズの終の棲家となる｡ここに至るバロウズの歩みは､ミュア

のそれに比べれば､巡礼者的な宗教性がより希薄であることは否めない｡未開

の ｢荒野｣に ｢神々しさ｣を求める感覚は､ミュアほど濃密なものではない｡

しかしバロウズに､熱い思いが欠落しているわけではない｡特定の場所が不可

侵の聖地となる点では､バロウズも例外ではない｡これが ｢ホーム｣としての

｢ファーム｣･であり､ ｢土地｣としての ｢リバビイ｣である｡バロウズのエッ

セイには､これ-の熱い思いが満ちているO

しかし､聖地としてのファームの定住には､一つの条件が伴う｡定住する｢フ

ァーマ-｣が ｢真のナチュラリスト(truenaturalist)｣ (SS 247)■であるこ

とである｡そのためには聖地の ｢自然｣ との ｢親しい交わり (close

acquaintance)｣(同)が欠かせない｡作物､果樹､家畜､.家禽､天候､雲､草

木､土地､鳥､獣､植物-これらは ｢世界の核であり価値である (theheartand

virtueoftheworld)｣･(同)からである｡かくして､ファームでの日々 の思

い､四季折々の変化､動植物のさまざまな生態等についての20冊を超えるエ

ッセイ群が､ナチュラリスト･バロウズによって産み出される｡

エッセイ集 『カエデの木陰で』(肋dertheMaples,1921)は-つの典型であ

る｡くすんだ葉の果樹から生まれる色鮮やかな果実､石ころの下で営まれる小
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さな虫たちの動物園､食べ物なしで何ヶ月も生きるクモ､好んでエルムに巣を

作るオリオール､真夏の干し草作り､エマソンの詩､ワ-ズワースやブラウニ

ングの教え､昆虫に詳しい作家メーテルリンク､第一次世界大戦とダーウィン

の功罪､大紋蘭ルーズベルトとの探鳥会､フォードやェジソンとの自動車の旅､

等々｡収録された最晩年のエッセイでバロウズの筆は屈託がない｡季節のこと､

動植物のこと､生活のこと､自然一般のこと｢典型的なバロウズの世界である｡

エッセイスト･バロウズには､少なくとも三つのこだわりがある｡一つは､

地球の縮図､自然の縮図としてのファームの感覚である｡バロウズによると､

ファームのミクロの世界は､マクロとしての自然の世界を映し出す｡家の周り

の野原や森は､無尽蔵の楽しみを提供する一冊の ｢本｣ (SS24)であり､日々

感じる季節の変化は､ ｢回転するショウケース (revolvingshowcase) ｣とし

ての ｢大いなる地球 (globe)｣の姿である｡ファーマ-はこれを日常的に家の

｢戸口｣で眺めることができる｡

ThegreatglobeSwingsaroundtohim放earevolvingShowcase;the

changeoftheseasonislikethepaSSageOfstrangeandnewcountries;the

zonesoftheearth,witha皿theirbeautiesan dma㈹ ls,passone'Sdoor,and

lingerlonginthepassing.(SS3)

第二のこだわりは､ ｢本｣としての ｢自然｣の読み方である｡ ｢自然の歌｣

の撰者としてのバロウズの基準は､空憩的で寓意的な詩ではなく､ ｢外の現実

(reality)と内の心情 (emotion)に忠実 (true)な詩｣(5Ⅳ7)を撰ぶことで

あった｡ファーマ一に求められるのも､この視点である｡エッセイ･ナチュラ

リ.スト(essaynaturalist)は､蒐集や標本づくりに専念しがちな科学的ナチュ

ラリスト(scientificnaturalist)とは異なり､優しい観察の心を持って ｢森か

ら花束 (bouquet)を持ち帰る｣ (WN 191)ことができなければならない｡ま

た､｢文学的自然主義者 (literarynaturalist)｣は､｢美の世界を超える(over)
のではなく通り抜ける (through)ことで真実に至る｣ (同 208)ことができな

ければならない｡すなわち､ ｢自然｣という ｢美 (花束)｣の世界で､ ｢心情｣

を通して ｢真実｣をつかむこと- ｢自然｣という｢本｣に向かうべき心構えは､

このようなものでなければならない｡

第三のこだわりは､啓蒙性-の意識である｡社会的意識あるいは倫理的意識

と言い換えてもよい｡月刊誌 『センチュリー ･マガジン』がアメリカ南部のプ
ア･ホワイトの実態を絵入りで掲載した際､友人の編集者に宛ててバロウズは
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厳しい批判の言葉を書き送った｡｢醜悪なものを対象とする醜悪な絵｣(warren

73)は､妊婦をはじめとする多くの読者にとって､害にこそなれ､益にはなら

ないからである｡平易な文体で書かれるバロウズのエッセイは､読者から高い

評価を受け､学校教材として広く活用された｡背景には､バロウズが意をくだ

いた基本的視点がある｡正しく､.やさしく､益になるもの､という視点である｡

不正確な観察に基づく詩やエッセイを､ ｢いんちき(sham)｣や ｢いかさま

(faking)｣(Renehan236)として厳しく糾弾したのも､多分にこの姿勢の反映

である｡

ファームの ｢自然｣は ｢花束｣である｡軒先の樹木の木陰や､干し草小屋の

戸口に身を休めるだけで､私たちは ｢自然｣を知ることができる｡ ｢大いなる

自然の本 (thegreatbookofnature)｣を､ただめくりさえすれば､ ｢目や耳

の収穫物｣(W12)を得ることができる｡この感覚をわかりやすく伝えること､

これがバロウズのエッセイの目指す基本的な地平であるO

ミュアのエッセイは､これに比べれば､より科学的である｡氷河論をはじめ

として､多くの場合､地質の形成や樹木の生態等について､微細な科学的情報

が付随する｡バロウズによれば､これは ｢文学的ナチュラリスト(literary

naturalist)｣(W208)のエッセイではなく､ ｢裸形の事実 (nakedfact)｣に

傾斜した ｢科学的心性 (scientificmind)｣(L朗T191)によるエッセイである｡

科学的分析-の傾斜という点で､よりリンネ主義的であり､真実や美よりもむ

しろ構造の分析に傾斜している点で､よりフーコー的であると言い換えてもよ

い ¢uell186)｡二人のエッセイには､このような落差がある｡

しかし二人には､共通点を見ることもできる｡社会-の意識､あるいは自然

と社会の･関係性-の意識である｡ ｢荒野｣に生きたミュアは､同時に､国立公

園の構想を現実化し､ダム建設反対運動を指導し､環境団体シエラクラブを創

設し､環境保護運動の父と呼ばれることになる.O-方バロウズは､ ｢花束｣と

しての自然のエッセイを､社会に向けて生涯贈り続ける｡バロウズのこの意識

はどのようなものであったのれ

3. 干からびたオレンジ

1882年の夏､イギリス-の家族旅行から帰ったバロウズは､劇公演のため訪

米中であったオスカー ･ワイルドを､ハドソン河畔のファームに招く｡屋外の

揺り椅子に揺られながら二人は､テクノロジーの進化や社会の都市化のこと､

ニューヨークに完成したブルックリン橋のことなどについて､しばし語り合う｡

話題が都市の近代化に厳しい批判の目を向けたラスキンのことに移った時､バ
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ロウズは､ラスキンの著書 (乃eCmFmOfWlldOll've)を家から持ち出し､そ

の一節を読み上げるCイギリスの都市の住民が神の備えた聖なる州をゴミや汚
物で汚染している醜い現実を糾弾する一節であった (Renehan148-50)0

ワイル ドを招待する前にバロウズはイギリスを二度訪ねている｡最初の訪英

の際 (1871年)､財務省勤務のバロウズは､出版したばかりのエッセイ集

(nLike-Robl'D)を､エマソンの親しい友カーライルと､友人ホイットマンの詩

を高く評価していたロゼッテイに献呈することを計画し､実現している｡二度

目の訪英 (1882年)から帰国してすぐ､ワイルドをファームに招いたバロウズ

は､翌1883年には､訪米中のアーノルドとニューヨークの歓迎会で会っている

(Renehan155-6)｡新興国-の蔑視が渉むアーノルドの言辞には､必ずしも好

感を抱くことはなかったが､イギリスの文人とのこのような出会いを積極的に

持ったバロウズは､基本的にはかなりのアングロフイリア(anglophilia)であっ

た｡

この性向は文化にも向けられる｡イギリスを訪ねたバロウズは､そこに根付

いた ｢ウオーキング｣の文化に強く打たれる｡日々 あくせくと時間に追われる

アメリカ人こそこれを見習うべきであり､ ｢ウオーキングをする者はきわめて

親密な関係を土地と結び､より親密で生き生きとした関係を自然とも結ぶ｣

(103)という思いを抱く｡小鳥の多さにも睦目す早.アメリカでは小鳥が獲物

として滅ぼされつつあるのに引き替え､イギリスでは､人々が ｢小鳥の価値｣

(102)を認識していた｡田舎の風景は更に熱い思いを喚起する｡｢サブライム｣

ではあるが ｢野蛮｣なアメリカの風景に引き替え､この地では､ ｢優しさ｣ と

｢美｣と ｢安らぎ｣が､至る所に満ちていた｡

ThereiSnOhintofsavageandthesubh e,aSwithuS,butahuman

tendemessandbeautyandrepose,andpictorialefEbctinpoSSibleto
deSCribeo (145)

しかしながらバロウズは､理想としてのイギリスの風景の中に見え隠れする

かすかな黒い影を感知する｡あちこちで目にする ｢産業の兆し｣ ｢ワ-ズワー

スの詩からターナーの絵に向かう緩やかな移行｣ (146)である｡ラスキンの恐

れが現実化しつつある近代イギリス社会の産業化の影である｡ところがこの影

は､自国アメリカとも無関係ではない｡アメリカのファームでは､人間の ｢代

理 (proxy)｣としての ｢機械 (適chinery)｣の登場により､｢ピクチャレスク｣

な風景が次第に失われつつあった (SS239)｡ このような変化の中､最初の英
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国訪問から5年後の1876年､バロウズは､フィラデルフィアの産業博覧会を訪ね

る｡展示された蒸気機関､発電機､その他最新の機械の数々を目の当たりにし

たバロウズは､アメリカ社会の選ぶべき道は ｢田舎のパラダイスか､産業の地

獄か､このいずれかしかない｣ (127)という思いに駆られる｡実際､アメリカ

近代化の先頭を走る鉄鋼と石炭の衝ピッツバーグの実態は､｢地獄の劫火 (pits

andabyssesofhel1-fire)｣に焼かれる｢悪魔の実験室 (devil'slaboratory)｣

(w ュll)でしかない｡

自国を顧みるアングロフイリア･バロウズは､近代イギリス都市化の弊害を

厳しく糾弾するラスキンを越えて､むしろ地球的､あるいは宇宙的な､汚染と

破滅の感覚を抱く｡石炭や石油の乱掘に支えられたピッツバーグ的産業化の道

は､下記のように､｢地球｣という｢球体 (globe)｣､あるいは｢惑星 (planet)｣

としての ｢地球｣を､近い将来､ ｢干からびたオレンジ (suckedorange)｣と

いう破滅の球体-と追いやるものでしかない｡

Fromonepointofview,whata･ruintheGhbei8!.…OneCannOtbut
re且ectwhatasuckedorangetheearthwiltbeinthecourseofafewmore
centuries.Ourcivilizationistemiblyexpensivetoa皿itBnaturalre80urCeS,･

onehundredyears0fmodemlifedoubdessexhaustsitStOreSmorethan a

minenniunofthelifTeofanhquity.ItBCOalando止W山beaboutusedup,all

itsmineralwealthgreatlydepleted,theferdLtyofitssoilwillhavebeen

washedintotheseathroughthedrainageofitscideS,itsW止dgamewinbe

nearlyex血 ct,itsPrimi dveforeStSgone,andSoonhownearlybankruptthe

plaTWtWillbe! (LT204,itahcsadded)

地球という球体を｢果実｣として眺めるバロウズには､守られるべき生命圏､

保持されるべきバイオリージョン (bioregion)としての地球-の､強い思い

入れが見て取れる｡バロウズによると､地球について考える際､私たちが意識

するのは､球体の外枠を形成する ｢薄膜としての土 (thinpellicleofsoil)｣

(199)である｡しかし､ ｢薄膜｣としてのこの ｢土｣には､ ｢いのちとその可

能性(lifeorpotenciesoflife)｣ (203)が充ちている｡その ｢いのち｣に

は､もちろんホモサピエンスとしての人間も含まれる｡私たちは ｢歩行する樹

木 (walkingtrees)｣であり､ ｢水に漂う浮き草 (floatingplants)｣ (200)

なのである｡しかも､ ｢い0?ち｣で充ちた ｢土｣としてのこの ｢薄膜｣には､

太陽の光線､'雲､雨､霜など､ ｢宇宙の石うす(cosmicmill)｣で造り出される
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｢宇宙の塵 (cosmicdust)｣(202)も､降り注いでいる｡地球の薄膜としての

大地は､宇宙の一部であり､バイオリージョンとしての大地は､広大なバイオ

スフィア(biosphere)としての一個の場所なのである｡

バイリージョン､バイオスフィアとしてのこの大地を､バロウズは擬人法で

捉える｡ ｢宇宙の心 (cosmicmind)｣は､ ｢大地の心 (earthmind)｣であり､

r大地の心｣は､ r人間の心(man'smind)｣(LT213)である｡この視点は､
厳密な意味で科学的なものではない｡このことは､バロウズも承知の上である｡

自然 (晦ture)に対する ｢科学的探求｣と､｢思う心 (conte叩lation)｣とは､

本来異質のものであり､科学は自然を ｢裸 (barebones)にする｣が､文学や

哲学は､自然に対して､｢肉や血や暖かみや色｣などの｢衣装を着せる(clothe)｣

(LGMT177)のである｡

哲学者ベルグソンは､この好例である｡エッセイの中でバロウズは自然に関

わる言説にしばしば言及する｡ 『カエデの木陰で』の場合､言及対象は､マル

クス･アウレリアス､ベーコン､エマソン､ダーウィン､ファーブル､美学者

ヴァン･ダイクの自然論､アガシの生物発生論､アガシの弟子シェ-ラーの古

生物学など､射程はきわめて広汎であるC先行するエッセイ集 『リンゴの木陰

で』 (肋der'theAwleTree,1916)でも､この構造は基本的に変わらないo/J､

鳥や小動物の生態などと･ともに､シェイクスピアやテニソン､エマソンやホイ

ットマンの詩が言及され､物理学者ジョン･ティンダルのエッセイや､ダーウ

ィン擁護者 トマス･ハックスレイの進化論が紹介され､さらに--バート･ス

ペンサーの社会進化論がエッセイの話題となる｡中でも注目されるのが､同時

代人アンリ･ベルグソン (.1859-1941)に対するバロウズの関心の高さである｡

バロウズによると､ベルグソンは､ ｢特異な人(sLZl'geDeZY'S)｣ (LbuT204)

である｡創造的進化 (CreativeEvolution)論や有機的自然 (organicnature)

論などゐ彼の理論は､私たちを新しい世界に導いてくれるものである｡理由は､

ベルグソンの自然や生命についての理論は､たとえば ｢膨大な事実｣が詰め込

まれたハーバート･スペンサーの ｢機械的視点 (mechanisticview)｣(188-9)

とは異となり､ ｢文学者と哲学者が合体した創造的憩像力 (creative

imagination)｣ (204)を土台とする理論だからである｡その上でベルグソン

は､ ｢もの (matter)｣は､ ｢いのち (life)｣の ｢根源(source)｣ではなく､

｢虹の根源が太陽にある｣ように､rいのちの根源はエラン･ヴィタール (∂1即

vl'tal)にある｣ (217)というO

エラン･ヴィタールoいのちの躍動｡ベルグソンの視点は､バロウズの視点

と重なる｡バロウズによれば､人間は ｢宇宙の一部 (apartoftheuniverse)｣



92 『岩手大学英語教育論集』

であり､しかも､ ｢有機的自然の世界 (organicnature)を流れるいのちの川

(streamoflife)の一部｣である (208)｡ 人間の存在､あるいは､ ｢いのち｣

の存在そのものをこのように捉える視点こそ､｢物質主義と機械主義のくびき｣

の中でなされる｢こころの解放宣言 broclamationofemancipationtominds)｣

(226)なのである｡

果実としての地球が破滅の道を辿っている時､そこに生きる一個の｢いのち｣

としての人間に求められるのは､何よりも､有機的なものとしての宇宙の感覚
l

であり､地球の感覚であり､そして自然の感覚である｡この感覚は､守られる

べき生きた領域としてのバイオリージョンの感覚であり､同時に､守られるべ

き広大な生命圏としてのバイオスフィアの感覚である｡

4. 自然のドメステイケ-ション

有機体としての自然､バイオリージョンとしての大地､バイオスフィアとし

ての惑星地球｡ハドソン河畔の清酒な農園リバビイは､これらの感覚を具体的

に体感する格好の場である｡この場所をバロウズは ｢ホーム｣として強く意識

する｡しかし､なぜ ｢ホーム｣でなければならないれ

家の戸口のミクロの自然は､それ自体に閉じられた自然ではない｡彼方の世

界のマクロの自然とつながる自然である｡身近な木の葉の色づきは､総体とし

ての自然の規則正しい季節の変化を感じさせ､畑で見かける-羽の小鳥の姿は､

様々な鳥たちの広汎な渡りの世界を垣間見させてくれる｡ミクロの自然は､マ

クロの自然の象徴である｡ただし､この自然を正しく観察するには､｢ホーム｣

にとどま.る必要がある｡ ｢くつろいでいる時 (athome)自然はもっともよくそ

の姿を見せる｣ (SS5)からである｡そのための必須の条件が ｢ホームフィー

リング｣を持っこと､すなわち､ ｢自然の家庭化 (domesticationofnature)｣

である｡ミクロの自然の精微な観察が可能な格好の場所は､ ｢あなたが存在し

ている場所 (theplaceH.whereyouare)｣ (SS6)なのである｡これがバロ

ウズの ｢ホーム｣であり､その具体化としての ｢リバビイ｣である｡

アラスカから帰ったバロウズは､その後編纂された全13巻の報告書 『ハリマ

ン･アラスカ･シリーズ』 (1901)の第1巻に､ ｢旅の話｣ ("Narrativeofthe

Expedition")を寄稿する｡その中でバロウズは､アラスカの体験談として､

次のような感想を記す｡最も印象に残る思い出としての コディアック島

(Kadiak)の風景である｡
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Eadiak,Ithink,wonaplaceintheheartsofallofus.OurspiritsProbably

touchedthehighestpointhere.Ifwehadotherdaysthatwereepic,these

dayswerelyric.Tometheywerecertainlymoreexquisiteandthrih gthan

anybeforeora洗er.Ⅰ島elasiflwantedtogobacktoXadiac,almo岳taSifI

couldretumtheretolive,一一一soSeduded,BOremote,80Peaceful;sucha

m血ghgofthedomeBdc,thepastoral,.thesylvan,withthew止dandthe

rugged:suchemeraldheights,SuChfloweryvales,suchblue….Bewitching
Xadiak!TheSpenOfthySummer丘eslmessandpl早cidityisStinuponme･

(Wamen146)

コディアック島は 『自然の歌』に収録された自作の詩でも言及される｡純白

の雪山を遠方に望み､さえずる小鳥が巣をつくる場所としての緑のコディアッ

ク島である｡遠征隊員たちにとって ｢心の島｣となったこの島を､バロウズは､

｢家庭的な世界､パストラルの世界､森の世界 (thedomestic,thepastoral,

thesylvan)｣として捉える｡ ｢人里離れた-き地の平和な世界｣としても眺め

るOさながらアラスカの青い海に浮かぶ緑のファーム ｢リバビイ｣である｡こ

の場所にバロウズは ｢戻りたいような気がする｣という｡しかし､アンソロジ

ーに収録された詩でも示されたように､この場所にバロウズが現実に戻ること

はない｡この場所-の思いは､｢叙事 (epic)｣の思いではなく､あくまでも｢叙

情 (lyric)｣の思いであり､アラスカの ｢お前の家｣とキヤツキル山の麓の ｢わ

たしの家｣との間には､ ｢千里の径庭十があるのである｡しかし､回帰を妨げ

るこの ｢径庭｣とは､何なのか｡

アラスカ-の ｢叙情｣ と ｢叙事｣｡心情的に志向するアラスカと現実的に忌

避するアラスカ｡アラスカに対して同居するこの二つの感覚を､バロウズは振

り払うことができない｡先に見たように､バロウズによれば､蒐集や標本づく

りを志向するの畔科学的ナチュラリストであり､優しい観察の心で ｢森から花

束を持ち帰る｣のがエッセイ･ナチュラリストである｡バロ~■ゥズの志向はもち

ろん後者にあり､このことはエッセイでも､折に触れ述べられる｡ではなぜバ

ロウズは､ ｢叙情｣のナチュラリストとして､完結することができないか｡

遠征隊員ミュアにとって､アラスカは､カリフォルニアの山々の延長線上に

位置する一個の場所である｡地理学的延長線上に位置するだけではない｡精神

的にも､同一の領域に属する場所である｡ ｢冷たい荒れ地｣ ｢大いなる荒野｣

としての氷河のアラスカは､神聖不可侵の ｢神々しい荒野｣としてのカリフォ

ルニアの山々の支脈を構成する一個の場所である｡ ｢ミュア氷河｣という固有
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のことばの存在は､人間ミュアとこの場所との間で結ばれた精神的な堅い秤を

象徴する｡

『スクリブナ-ズ』誌の例に見られるように､ ｢荒野｣のミュアとは対照的

に､｢ファーム(農園)｣に定住するバロウズは､第-の関心を｢田舎(co叫 ry)｣

に置く｡ただしこの ｢田舎｣は､文明わ原初の形態としての ｢田舎｣ではない｡ノ
その逆である｡バロウズによると､カインの宋喬としての人間は､最初に ｢衝｣

を造営した｡しかし､その街が文明化とともにその悪弊を顕わにすると､神は

人間に ｢田舎の生活を勧めた bromoted)｣ (∬ 233)｡したがって ｢田舎｣

は､｢街｣に勝る場所として､神によって指定された特定の聖なる場所である｡

｢街｣よりも聖なる場所としての ｢田舎｣｡この場所にバロウズは､ ｢高度

な文明の姿 (ahigh stateofcivilization)｣を見て取る｡

Wh erecountrylifeiBSafeandenjoyable,wheremanyofthe

conveniencesandappbmCeSOfthetown arejoinedtothelarge丘eedonand

l虻gebenefits0fthecotntry,ahighstateofcivi1izationprevails. (SS233)

1873年9月､財務省官吏を辞して銀行監査官の仕事を得たバロウズは､ハドソ

ン川西岸､マンハッタン島の北90マイルの場所に､9エーカーの果樹園を購入す

る｡ハドソン川を往き来する大小の船舶や遠方の豪壮なマンションが見え隠れ

する場所である｡文明と文化との距離が適度に保たれたこの場所は､望ましい

｢田舎｣としての理想の場所であった｡この場所をリバビイと名付けたバロウ

ズは､勤務のかたわら､かねて望んでいた農夫 (ファーマ-)と作家の仕事に

専念し､やがてネイチャー･エッセイストとしての地位を確立する｡

｢高度な文明の姿｣としての ｢田舎｣｡この ｢田舎｣が､エッセイスト･バ

ロウズの ｢家 (ホーム)｣である｡この ｢家｣のミクロの自然に､バロウズは､

ファーマ一･ナチュラリストとして､マクロの自然を見る｡同じ自然を､ミュ

アは､ ｢荒野｣を政渉して眺め､バロウズは､ ｢農園 (ファーム)｣に定住し

て眺める｡アラスカの小鳥の ｢家｣とハドソン河畔のファームの ｢家｣との間

の ｢千里の径庭｣とは､自然と対峠する二つの視座の間の差異の大きさを示唆

するものに他ならない｡コディアック島から遠く離れた農園の適度に管理され

た自然の中で､バロウズは､近代化に蓮進する文明社会のための救済のオアシ

スを見ていた｡
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おわりに

ミシガン州ディアボーン郊外の田舎育ちの自動車王フォードは､バロウズの

｢田舎｣のエッセイの愛読者であった｡そのバロウズにフォードは､ファンレ

ターを送り､最新T型モデル一台を寄贈し､他人の手に渡っていたバロウズ家

の農園も買い戻して寄贈する｡一方バロウズは､デトロイトの大気汚染を気に

していたフォードに､ ｢機械と超絶主義は符合する｣というェマソンのことば

を送り､さらに ｢エマソンが現在生きていればこの機械のリストにT型モデル

を加えることでしょう｣と付け加える (Renehan23-5)0

｢金メッキ時代｣と称されるポストベラム (南北戦争後)の時代､アメリカ

合衆国は産業化の道を一風.=突き進み､鉄鋼王カーネギー､石油王ロックフェ

ラー､鉄道王ハリマン､発明王エジソン等々､ ｢生来のドルの貴族｣ と呼ばれ

る辞々たる ｢新興成金(robberbaron)｣たちが､その権利を十分に行使する｡

バロウズは､フォードをはじめとして､世代を同じくするこれらの人物たちの

多くと親交を結び､ハリマンのアラスカ遠征隊に加わり､カーネギーのパーテ

ィ招待に応じ､エジソンと旅をともにし､大統領ルーズベルトとは余暇の日に

探鳥会を楽しむ｡エッセイスト･バロウズのファームライフの側面である｡

21世紀の現在､地球環境の危機が喫緊め課題として声高に叫ばれているDこ

の中で提唱されている理論として､ガイア理論がある｡ガイア(Ga主a)とは､大

地を司るギリシャの女神であり､ガイア理論とは､提唱者ラブロ■ックによれば､

｢地球上のあらゆる生き物は総体として一個の生きものであり､個々の生き物

の能力や力はその全体性の中で決定されている｣.(Buel1200)というものであ

るOバイオスフィアとしての惑星地球の健全性は､これによって保たれているo

今からおよそ100年前の20世紀の初頭､この地球をバロウズは ｢干からびたオ

レンジ｣であると看破した｡バロウズの視点は､先取りとしてのガイア理論を

想起させる｡山男ミュアと異なり､田舎人バロウズは､積極的環境主義者であ

ったわけではない｡機械文明の先導者たちとの交わりもあった｡しかし､ ｢持

続可能な開発｣が声高に叫ばれる現在､折衷的環境中心主義ともいうべきバロ

ウズの感覚は､文明と自然の適度な調和を志向するものとして､いま一度顧み

られてもよい｡
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